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道路建設課 
平成 30 年３月 21 日（水・祝日）、宮古市田老にて、復興のリーディングプロジェクトとして国が整備を進

めている三陸沿岸道路の「田老真崎海岸 IC～岩泉龍泉洞 IC」の開通式を国、県、宮古市及び岩泉町の共

催で開催しました。 

式典には、簗 国土交通大臣政務官、長坂 復興大臣政務官、鈴木 東京オリンピック競技大会・東京パ

ラリンピック競技大会担当大臣、佐々木 復興局長（知事代理）、山本 宮古市長、中居 岩泉町長をはじ

め、国会議員、県議会議員、地域住民の方々など多数の関係者が出席しました。 

各関係者から開通への祝辞や期待する声などが述べられた後、テープカットやくす玉開き、開通パレードなど

が行われ、開通を祝いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場では、復興道路のパネル展示のほか、田老第一中学校の生徒さんによる太鼓の演奏やメッセージビデオ

の上映、ウォーキング大会が同時開催され、開通式典と併せて約 650名が来場しました。 

  

 

～地域の未来と人の暮らしを結ぶ道～ 

簗国土交通大臣政務官 挨拶 佐々木復興局長（知事代理） 挨拶 期待の声 田老地域協議会 津田会長 

テープカット、くす玉開き 開通パレード 

E45 

メッセージビデオ上映 田老一中の生徒さんによる 太鼓演奏 開通式に駆けつけてくださった地域住民の方々 
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今回の開通により、開通済みの岩泉道路と繋がり、宮古市田老から田野畑村まで総延長約 16kmが自動

車専用道路で繋がります。 

このことにより、津波浸水区域を回避する緊急時の輸送路確保や岩泉町、田野畑村から県立宮古病院へ

の速達性向上による救命活動の円滑化、今年６月に開設される宮古・室蘭フェリー定期航路との相乗効果

による観光振興など、様々なストック効果が期待されます。 

また、2019年の「三陸防災復興プロジェクト 2019」の開催においても、円滑なアクセスに大きく寄与すること

が期待されます。 

県内に計画されている復興道路延長 359㎞のうち、供用済延長は 176㎞（49％）となりました。 

県では、引き続き、国や市町村、関係者の皆様と連携し復興道路等の早期の全線開通に向け全力で取り

組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業概要】 【位置図】 

開通後の状況① 

宮古田老道路（一部） 田老岩泉道路

区 間
　田老真崎海岸IC～
　　　　　　　　　　田老北IC

　田老北IC～
　　　　　　　岩泉龍泉洞IC

延 長 ４㎞ ６㎞

車 線

幅 員

設計速度

道路規格

事業期間

事 業 者

H23～H29

国土交通省

2車線

7.0（13.5）ｍ

80㎞/h

自動車専用道路

路線
区分

開通後の状況③ 開通後の状況② 


